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研究概要 

在籍中（2012 年 4～8 月）における研究テーマは、「日本の過疎・高齢化社会における地

域資源の利用と管理のあり方」であった。地方社会における地域資源の管理のあり方をあ

きらかにすることを目的とした調査研究活動をおこなってきたことを受け、GCOE プログ

ラム内ではこのテーマを継続しつつ、資源を人間がコントロール可能なものとして位置づ

ける視点をいったん留保し、資源と人間との「交渉」場面を現代社会の変容と照合しなが

ら考察することに重点を置いた。特に、「地方社会における親密圏と公共圏の再構築－災害

の文化化という観点から－」を主題とし、当該社会の親密圏と公共圏の現状と変容プロセ

スをあきらかにすることを視野に入れた、研究活動を実施した。 

また、 2012 年度次世代研究出版プロジェクト「交差する「親密圏」・つなぎ合う「公共圏」

としてのフィールド：調査者と協力者、異なるポジショナリティ間の交渉の場からの考察」

のメンバーとして各研究会に参加し、「親密圏」と「公共圏」という概念をより実証的に再

検討を試みた。特に、フィールドワークにおける調査者と被調査者のインタラクションに

注目し、交差しあう親密圏としてのフィールドにおいて、行為者間の異なるポジショナリ

ティが再帰的に自覚されていく場面、および社会のより多くの人々と研究成果が共有され

ること、つまり、こうした差異を包摂する「公共圏」を再編する可能性について議論を重

ねた。 

 在籍期間が短かったため、上述したテーマについての成果を十分に出すことはできなか

ったが、今後の研究活動につながる知識と経験が得られたと考える。 
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